
T R A I N I N G  P R O G R A M  

次世代を担う技術者を育成する、実践的カリキュラム 

60%以上 
レガシーシステムが 
残存する企業の割合 

7%程度 
レガシーシステム移行率 

（2024年度） 

なぜ今、COBOL研修なのか？ 

銀行やクレジット、保険などの金融業界の勘定系、契約管理システムや公共機関・行政のシステムなど、安定性・信頼
性が重要な基幹システムはCOBOLがベースとなっています。現在、システムを維持するベテラン技術者の引退と若手
技術者の供給不足により、COBOLの保守・改修を担える人材の希少価値は急速に高まっています。 
本研修は、この確実な需要に応え、戦力となるCOBOL技術者を育成します。 

本研修の3つの特⾧ 

01 ジョブフロー全体の把握から入る実践的アプローチ 

いきなり個別プログラムの作成からではなく、システム全体の処理の流れ（ジョブフロー）を読み解き、全体

像を把握してから、個々のプログラムの役割を理解してから製造・開発に取り組みます。 

現場の実務に直結する深い理解度を得られます。 

02 最新の開発環境と伝統の作法の融合 

VSCode(エディタ)やGitHub(ソースコード管理プラットフォーム)といったモダンな開発環境で学習し、若手技

術者の心理的障壁を取り除きます。同時に、大文字限定・固定形式記述などメインフレーム特有の厳格な作法

もしっかり指導します。 

03 AIを「教えすぎないベテラン講師」として活用し自走力を育成 

AIは生成ツールとしてではなく、概念的ヒントや段階的アドバイスを与えるベテラン講師として利用します。

受講者主導の問いかけによるコーチングで受講生の自走力と問題解決能力を養います。 
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AI活用 モダンCOBOL技術者研修 

「人材開発支援助成金」の活用でコスト負担を大幅軽減！ 
本研修は、厚生労働省の「人材開発支援助成金（人材育成支援コース等）」の対象条件を満たした事業外訓練として提供
可能です。事前の計画届提出等の要件を満たすことで、研修経費に対する助成（最大45%等）や訓練期間中の賃金の一部
助成を受けることができます。※助成金の詳細な受給要件や申請手続きについては、管轄の労働局等へのご確認が必要です。 

 2 

講義 

66.5h 

実習 

科目名 時間 

1 実習オリエンテーション 3h 

2 ファイルフォーマット変換➀ 17h 

3 データチェック 25h 

4 マッチング 32h 

5 データ振分け出力 8h 

6 ファイルフォーマット変換➁ 8h 

7 集計処理 32h 

8 埋込SQL 42.5h 

9 サブプログラム 28h 

10 JOBフローの構築・動作確認 18h 

実習計 213.5h 

280h 

研修カリキュラム ※1ヶ月20営業日を想定。実施時期により時間を調整する場合があります 

お気軽にお問合せください 
システム技研株式会社 研修事業グループ  |  代表：03-5272-8830  |  training@s-giken.com 

科目名 時間 

1 研修オリエンテーション 1h 

2 COBOL言語基礎 25h 

講義計 26h 

時間 

2h 

11.5h 

12.5h 

19h 

114 h 

総研修時間合計 140h 

未経験者向け2ヶ月研修 経験者向けスキル取得1ヶ月研修 

12h 

対象者 業界未経験の技術者 

実施形態 当社での対面研修 
（講師によるフォローと口頭試問を実施するため） 

スキル取得を目指す技術者 
(SQL/UNIXシェルは履修済みを想定) 

受講価格 340,000円(税抜)／人    180,000円(税抜)／人    

期間 2ヶ月 1ヶ月 

当社での対面研修 
（講師によるフォローと口頭試問を実施するため） 

カリキュラム 

16h 

27h 

14h 

－ 

－ 

3 リレーショナル・データベース基礎 

4 シェルスクリプト基礎 － 

－ 

時間 

1h 

39.5h 

19h 

7h 

※時間が ー の科目は、実施対象外となります。 


